
 

今そこにある現実の危険を防ぐ 
 

脱法ドラッグ： 

子供達のすぐ隣にある危険 
 

６月２７日の一般質問で、脱法ドラッグの規

制強化を主張しました。折しも、その３日前の

２４日、近くの店で買った脱法ドラッグを吸っ

た男が⾞で歩道に突っ込み、直前まで友⼈と⾷

事を楽しんでいた３０歳の⼥性が死亡、７⼈が

重軽傷を負う大変痛ましい事件が池袋駅前で

起きました。またその前日の２３日には、静岡

駅構内の喫茶店で、脱法ドラッグを吸ったと思

われる男が、突然奇声を上げ他の客に対し椅子

を振り回す事件も発生しており、図らずも、タ

イムリーな質問となってしまいました。 

 

その名の通り、脱法ドラッグとは、覚醒剤よ

りも危険であるにもかかわらず、違法化が追い

付かず、法の網を潜り抜けた製品のことです。

池袋での事件でも、男が使用した脱法ドラッグ

からは禁止されている指定薬物が検出されな

かったために、脱法ドラッグ店は罪を全く問わ

れません。また、私の地元にある脱法ドラッグ

店に対して、自治会や県、県警が既に販売自粛

を要請していますが、強制⼒はなく、池袋での

事件後も、同店は営業を続けています。 

 

そこで一般質問では、地元の取り組みと連携

した形で⾏政による脱法ドラッグ規制を強化

するために、和歌山県が実施している「知事監

視製品制度」等を導⼊するよう、要請しました。

県側は、規制強化に必要な条例の制定について

は引き続き調査・検討を続けるとしながらも、

直ちにできる対策として、脱法ドラッグ販売が

判明した場合には賃貸契約を解除できる条項

を契約書に盛り込むという取り組みを不動産

業界と調整しながら進めることを表明しまし

た。全国でも珍しい対策ということで、翌日の

新聞で大きく採り上げられました。 

 

７月２日に開かれた厚生委員会でも脱法ド

ラッグ対策について１時間かけて質問し、県は 
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人口減少の今こ

そ、ＤＩＹ主義！ 

（上）本会議場で一般質問（平成２６年６月２７

日）（下）翌朝の静岡新聞記事（同６月２８日） 



アンケートによる県内の実態把握や、より積極

的、具体的な情報提供に努めること等を今後の

対策として示しました。 

 

 駿河区内にある２軒の脱法ドラッグ店は、い

ずれも⼩学校から直線距離で２００ｍ程のと

ころにあります。つまり、池袋での事件のよう

な悲劇が子供達に対して起きる危険が、駿河区

にも大きく存在しているのです。そうした危険

を未然に防ぐための取り組みを、引き続き、地

元の方々や⾏政と連携して進めていきます。皆

様におかれましても、監視や情報提供等のご協

⼒を、是非ともお願い致します。 

 

 

集団的自衛権：非現実的な 

危険への備えが危険を招く 
 

７月１日、安倍内閣は、これまでの歴代内閣

が決して認めてこなかった集団的⾃衛権を⾏

使可能とする閣議決定をしました。その後の記

者会⾒で、安倍総理は、５⽉１５⽇の記者会⾒

でも使用したパネル（①）を掲げながら、閣議

決定の正当性を主張しました。 

 

 パネルは集団的⾃衛権を⾏使する必要があ

るケースとして、「紛争地から日本に避難する

邦人等を乗せた米国の輸送艦が攻撃を受ける

可能性がある場合」を示したものですが、実際

に有り得るものなのでしょうか。 

 

 まず、米国の輸送艦が日本人を避難させると

いう状況が実に非現実的です。このケースは朝

鮮半島での有事を想定していると考えられま

すが、韓国には約２２万⼈の⽶国⺠間⼈がおり、

米国人を避難させるだけでも相当の船や時間

を要します。また当然ながら、日本政府も邦人

救出のために船舶等を韓国了解の下で派遣す

るでしょうから、優先すべきは日本船防衛です。 

 ⽶艦を守る必要があるとしても、⽇本の領海

や領空はすぐそこにあるのですから、個別的自

衛権の⾏使で守ることが出来るはずです。 

 

 また、以前から示されているケースが「米国

に向かうミサイルが日本上空を通過する場合」

ですが、米国本土に向かうミサイルは基本的に

日本上空を通過しません（②）。 

 

 集団的自衛権の容認は、特に中国側に更なる

軍拡を正当化する口実を与えるものであり、こ

うした非現実的な危険への備えが、却って危険

や緊張感を高めると言うべきものです。安倍内

閣の暴⾛は早急に止めなければいけません。 
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① 

②白線は北朝鮮からロサンゼルス

に向けて飛翔するミサイルの経路 


